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休校中の「情報の科学」の授業について
富山県立砺波高等学校 教諭

東海 直樹

1. はじめに
　本校は，2016年に富山県教育委員会より ICT利
活用教育研究校に指定され，タブレット PCの利活
用と並行して教育クラウドの利活用に取り組んでき
た。2019年度に始めた Moodle を利用した授業と，
休校時に G Suite を利用した対応について紹介す
る。

2. 砺波高校の教科「情報」の現状
　2年普通科 5クラス（2020年度のみ 4クラス）が「情
報の科学」を 2単位履修している。情報担当の教員
は 2名配置され，筆者（以下 T1）は数学，他の 1名（以
下 T2）は家庭の授業も担当している。教員配置の根
拠となる授業時数は，T1が赴任する前より 1名 5

時間ずつとなっていた。T2が情報の授業を担当し
て日が浅いため，T1・T2とも持ち時数を 5時間負
担して 10時間とし，すべての授業をティームティー
チングで行ってきた。

3. 2019 年度の「情報の科学」
　T1が 3学年主任となったため，授業時数の多さ
（週 20時間程度）が学年運営や数学の指導に影響を
及ぼすことが懸念された。そこで，授業のすすめ方
を変えることにした。
　以前よりオンライン学習のために富山大学の
Moodleを使用させていただき，課題ファイルの
提出やオンライン入力に使用していた。2019年度
は，Moodleの小テストを毎時間準備し，生徒が教
えあって小テストで満点を取ることを目指すという
方法で学習をすすめることにした。原則として教員
から解説は行わず，生徒は教科書やネットの記事を
参考に話し合って問題を解く。授業時間中は T1が
Moodleの設定や小テストの作成・修正を，T2が生
徒の学習を促す役割を担当した。
　Moodleの問題作成にあたっては，富山大学の
「Moodle小テスト問題，アンケート質問の一括作
成ツール1）2）」を利用した。

　このツールは，Microsoft Word で作成したファイ
ルから，Moodle小テスト用の xmlを生成するもの
で，穴埋め問題，組合せ問題，正誤問題，ミッシン
グワード選択問題，ドラッグ &ドロップ問題など，
多彩な形式のオンラインテストを作成することがで
きる。近年 STACK（数学オンラインテスト評価シス
テム）の問題作成にも対応した。

4. 3 月休校中の取り組み
　3月はじめより休校となった。本校は以前より
G Suite for Education，Google Classroomも利用し
ていたが，ビデオ会議システムである Google Meet 

は利用していなかった。生徒が自宅から Google 

Meet を利用できるか，Google フォームで調査を
行った。（回答数　1，2年生（現 2，3年生）327名）

Q1. Meetの「ストリーミング」で動画を見ることが
できましたか

　　　はい 314　いいえ 10　その他 3

Q2. Meetの「ミーティング」に参加することができ
ましたか

　　　はい 235　いいえ 82　その他 10

　「双方向型」の「ミーティング」ができると回答した
生徒が全体の 3分の 2程度にとどまった。アプリの
操作に不慣れなことが主な原因であると思われる
が，休校中であるため個別対応には時間がかかると
予想された。また，通信状況によっては画像が不鮮
明になる現象が確認された。さらに，保護者のテレ
ワークや，兄弟のオンライン授業と重なった場合に，
機器の不足や通信速度の低下が懸念された。

図 1　作成した問題の例
（左が穴埋め問題，右がドラッグ & ドロップ問題）
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　そのため，動画を用いた双方向型のやり取りは個
人面談や質問教室（事前に開始時刻を決め，Google 

Meetを用いて生徒が質問する）にて行うこととし，
オンライン学習は確実に取り組める「録画視聴型」
「課題提出型」を主とすることとした。「録画視聴型」
は理解度に合わせて繰り返し視聴したり早送りした
りして学習でき，時間に縛られることがないため，
生徒の自律的な学習を促すことができると考えた。
　「録画視聴型」「課題提出型」のオンライン学習は，
多くの教科・科目で実施された。実習を伴う教科を
除き，例年と同等の進度を確保した教科・科目が多
くある。また，「双方向型」の個人面談や質問教室は，
生徒の学習意欲を高める効果があった。

5. 4 月からの「情報の科学」
　「情報の科学」は，2019年度に作成したMoodle

の小テストを活用して学習をすすめることとし
た。週 2回，Google Classroom に学習内容を公開
し，教科書を読む → 動画を見る → Moodle小テス
トを受ける，という流れで学習をすすめた。質問は
Classroomや Chatでやりとりした。解説動画は自
作せず，YouTube にある適切な動画を活用した。5

月末までに授業 14回分の学習を行い，「コンピュー
タと情報の処理」の部分を終えた。
　6月 1日から登校が再開されたが，生徒の取り組
みにばらつきがあったことと，情報室での生徒間
の距離が近いことから，6月第 1，2週の 4回の授
業はMoodle小テストの成績を元に振り分け，教室
20名・情報室 20名で授業を行った。上位者は生徒
による問題解説を，下位者はMoodle小テストの未
解答部分の学習を行った。その後，情報室に透明な
仕切りが設けられたため，6月第 3週から一斉授業
に切り替え，7月の期末考査までに「情報通信ネッ
トワークの仕組み」を終えた。

6. 生徒の感想
　6月に Googleフォームでアンケート調査を行っ
た。（回答数 134）
Q1. オンラインでの学習は効果があると思いますか？
　　　はい 79　いいえ 3　どちらともいえない 52

Q2.  Classroomやチャットを使用することで，先生
や学校とのつながりを感じましたか？

　　　はい 117　いいえ 17

Q3. 休校中のオンライン学習について思ったこと
は？（複数回答）
・ 自分のペースでできるのが良い　99

・ ひとりで学習をすすめるのは不安だった　57

・ 学校で直接教わるほうが良い　50

・ 課題，提出期限の連絡などが残るので忘れず
に取り組めた　34

・ 授業の遅れについて心配がなくなった　33

・ ログインできない，ネットにつながらない等
のトラブルで困った　17

・ 楽しくなかった　15

Q4.  今回の休校で感じたことやオンラインでの授業
を受けての感想を教えてください。（抜粋）
・ 自分のペースですすめられてよかった。小テ
ストで分からないところをすぐに確認できる
ところもよかった。

・ みんなで一緒に授業を受けた方がいいなと感
じた。文字だけじゃなくて言葉で直接教えて
もらう方が分かりやすいと思ったし，教室で
学習した方が緊張感もあっていいと思った。

7. 今後の展望
　今回の休校では，授業でのビデオ会議システムの
利用は行わなかったが，学習内容やネットワーク環
境を考慮して「双方向型」と「録画視聴型」の使い分け
を考えていきたい。また，平常時の授業での効果的
なクラウドサービスの利用ついて研究をすすめたい。
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